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武蔵野市吉祥寺 363 番地に設立認可（現在吉祥寺東町１丁目 23 番８号） 

昭和 26・３・１ 實方亀寿初代校長着任 

昭和 26・４・21 新校舎に移転 

昭和 26・４・28 第１回入学式（１・２年 403 名） 

昭和 28・３・16 校歌制定（作詞・林 柳波、作曲・平井康三郎） 

昭和 31・10・６ 創立５周年式典 

昭和 34・７・16 体育館落成式 

昭和 35・４・１ 髙木大五郎第二代校長着任 

昭和 36・10・18 創立 10 周年式典 

昭和 38・４・１ 中嶋幸三第三代校長着任 

昭和 40・10・15 創立 15 周年式典 

昭和 42・４・１ 小滝四郎第四代校長着任 

昭和 43・７・４ プール落成式 

昭和 47・３・９ 創立 20 周年式典及び南校舎落成式 

昭和 47・４・１ 大谷正昌第五代校長着任 

昭和 47・11・８ 新井賢一第六代校長着任 

昭和 51・４・１ 中村和正第七代校長着任 

昭和 56・４・１ 加藤武男第八代校長着任 

昭和 56・６・20 創立 30 周年式典 

昭和 58・６・４ 東校舎・体育館落成記念式典 

昭和 61 ・４・１ 宇井治郎第九代校長着任 

昭和 63 ・10・29 ランニングコース竣工記念式 

平成２・４・１ 市川哲男第十代校長着任 

平成３・６・22 創立 40 周年記念式典 

平成６・４・１ 野中寛第十一代校長着任 

平成 12・４・１ 原雅夫第十二代校長着任 

平成 13・９・29 創立 50 周年記念式典 

平成 17・４・１ 續恭司第十三代校長着任 

平成 23 ・４・１ 元木靖則第十四代校長着任 

平成 23 ・11・５ 創立 60 周年記念式典 

平成 27 ・４・１ 河合雅彦第十五代校長着任 

令和３ ・11・27 創立 70 周年記念式典 

令和４ ・４・１ 竹山正弘第十六代校長着任 
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私たちの目標 

１．知性豊かな人になろう 

１．情味のある人になろう 

１．品のよい人になろう 

１．健康な人になろう 

１．骨身を惜しまず働く人になろう 
 

  私たちは本校生徒として、高い誇りを持って良い学校を築きあげよう。 

 

知性豊かな人になろう 

深く考え、正しい判断力を養い、豊かな教養を身につけよう。 

 ○広い視野から物ごとをとらえ、自分なりの考えを持つ。 

 ○他人の意見をよく聞き、正しく理解し、判断して、実行する。 

 ○創造する心や、探究心を持ち、疑問はすすんで解決する。 

情味のある人になろう 

自然を愛し、美しいものを求め、温かな心を持とう。 

 ○命のあるものをたいせつにし、自然の美しさを愛する。 

 ○相手の立場を考え、たがいに思いやりのある生活をする。 

 ○他人の善意を素直にくみとり、感謝の心を持つ。 

品のよい人になろう 

社会人としての礼儀をわきまえ、気品のある人になろう。 

 ○時と所に応じたことばづかいや、ふるまいをする。 

 ○いつも清潔に心がけ、服装は中学生らしくする。 

 ○誠実な態度で人に接し､他人には迷惑をかけない。 

健康な人になろう 

たくましい心と体をつくりあげよう。 

 ○困難に負けず、いつも明るい心を持つ。 

 ○自分の体は自分で健康管理し、積極的に体力づくりをする。 

 ○みんなが楽しく過ごすため、節度のある堅実な生活をする。 

骨身を惜しまず働く人になろう 

生きがいのある生活を求め、自分の力をせいいっぱい発揮しよう。 

 ○自分にできることをすすんでみつけ、実行し独立心を持つ。 

 ○事に当たっては、よく方法を考え、最後までやりぬく。 

 ○みんなのために労力を惜しまず、責任を持ってせいいっぱい努力する。 
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生 徒 心 得 

この心得は､三中生としての集団生活を送る上で､各自の自覚をもった行動と、お互い

の信頼と協力とによって､より充実した学校生活を築いていくための生活基準である。 

 

１ 週時程・日程 

本校の週時程・日程は次のとおりである。各自これに合わせた計画を立てて、日常 

生活を送ろう。 

（注１）○印は教科の授業を表す。 

（注２）一般下校時刻は 5 校時の日は 15：00、6 校時の日は 16：00。 

 

２ 登  校 

 ⑴ 交通規則を守り、所定の通学路を通る。 

 ⑵ 自転車通学は、交通安全の面から禁止する。 

 ⑶ 朝は始業時刻５分前（8：20）までには教室に入る。始業のチャイム（8：25）

で出欠席を確認する。（そのとき着席していない者は遅刻とする） 

 ⑷ 登校してから放課後まで、学校内から外に出てはいけない。忘れ物などを勝手

に取りに帰ってはいけない。 

 月 火 水 木 金 

8:25～8:35 朝読書 朝読書 朝読書 朝読書 朝読書 

8:35～8:45 全校集会・学級活動 学級活動 学級活動 学級活動 学級活動 

１  8:50～ 9:40 学活 〇 〇 〇 〇 

２  9:50～10:40 〇 〇 〇 〇 〇 

３ 10:50～11:40 〇 〇 〇 〇 〇 

４ 11:50～12:40 〇 〇 〇 〇 〇 

 12:40～13:10 昼     食 

 13:10～13:30 昼  休  み 

５ 13:35～14:25 〇 〇 道徳 〇 〇 

６ 14:35～15:25 〇 〇 14:30～14:50 

短学活・清掃 

〇 〇 

15:30～15:50 短学活・清掃 短学活・清掃 短学活・清掃 短学活･清掃 

一般下校 16:00 16:00 15:00 16:00 16:00 

部活動 

最終下校 

2 月～10 月 18:15 

11 月～1 月 17:45 
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３ 服  装 

 ⑴ 服装は、中学生らしく、清潔で、派手でないものとする。体育着・ジャージ登校

の場合を除き、私服での登校とする。朝からの体育着・ジャージ登校はしない。 

㊟ 本校では標準服を定めていない｡それは､中学校生活にふさわしい服装を生徒自身

が良識をもって判断できる力を育てることも学習と考えるからである。基準を具

体的に定める必要のあるときは、生徒会を中心に検討する。 

 ⑵ 上着には、校章バッジを決められた位置（左えりまたは左胸）に正しく付ける。 

 ⑶ 体育授業時または体育的諸活動時の服装は、学校で定めた体育着を着用する。 

体育の授業前に着替えをし、授業後は私服に着替える。 

 ⑷ 上履は、学校で定めた学年色別の運動靴とする。 

㊟ 体育着・上履は、文華堂で販売している。 

４ 所持品・かばん 

 ⑴ 学習に関係のない品物は、いっさい学校には持って来ない。 

 ⑵ 金銭・貴重品・時計は持ってこない。（定期試験等、本人の責任で腕時計の持ち

込みを許可する。） 

 ⑶ 学用品はかばんまたはバックに入れて持ってくる。 

 ⑷ 靴・かさ・コート等は所定の位置に置く。 

 ⑸ 所持品には、学年・組・氏名を明記する。 

５ 朝の集会 

 ⑴ 全校・生徒会朝礼の行われる日には、開始時刻までに整列が完了されるように、

早めに登校する。 

 ⑵ 整列は、号令がなくても自主的にきちんと整列し、私語をしない。 

６ 短 学 活 

 ⑴ 担任の先生から、出欠席の確認や連絡などを受ける。 

 ⑵ 係の生徒を中心に、学級の計画に基づいた活動を自主的に行う。 

  ① 朝の短学活では､主としてその日の行事予定・諸連絡・前日の活動報告などを

行う。 

  ② 帰りの短学活では、主として一日の反省･放課後の諸活動の連絡・明日の諸準

備の連絡・学級で必要な課題の話し合いなどを行う。 

７ 学  習 

 ⑴ 始業のチャイムが鳴る前に着席して授業の準備をし、静かに先生を待つ。始業

に遅れた場合は、担任の先生に申し出て、許可を得てから着席する。 

 ⑵ 授業には忘れ物をすることなく臨み、その時間に学習内容を理解するよう真剣

に取り組む。 

 ⑶ 特別教室への移動は休み時間中に敏速に行う。 
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８ 休み時間・昼食時間 

 ⑴ 10 分間の休み時間は、次の授業の準備を行う。 

 ⑵ 昼食後の休み時間は、外に出て運動するように心がける。 

 ⑶ 昼食は、教室内の定められた座席で、正しいマナーで食事する。 

 ⑷ 食事が終わっても、休み時間になるまでは自分の座席で静かに休憩する。 

 ⑸ 昼食時の放送はよく視聴する。 
 

９ 清掃・美化 

 ⑴ 常に清潔・整頓に心がけ、気持ちよく学習できる環境をつくる。 

 ⑵ 清掃は学級の班で分担して行い、終了後は担当の先生に報告し点検を受ける。 

 ⑶ 清掃用具は正しく取り扱い、破損した場合は美化委員が担当の先生に届ける。 
 

10 下  校 

 ⑴ 一般下校後は、校門（正門・東門）を出て、寄り道をせずに帰宅する。 

 ⑵ 放課後の活動（学級・生徒会・部活動等）が行われる場合は、最終下校時刻まで

に校門を出る。 

 ⑶ 下校時刻が特認活動等で遅くなる場合には、事前に家庭に連絡しておく。 

 ⑷ 登下校中に事故等があったら、すぐに学校へ連絡をする。 
 

11 諸  届 

 ⑴ 欠席・遅刻・早退その他の届けは、保護者が校支援アプリで行う。 

 ⑵ やむをえず、校支援アプリが使えない場合は保護者が午前７時 45 分から午前８

時 10 分までに電話で学校に連絡してもよい。 
 

12 公 共 物 

 ⑴ 公共物はすべて大切に扱う。 

 ⑵ 公共物に破損があった場合には、担任の先生に届け出る。修理のできるものは

進んで直す。 

 ⑶ 学校の備品・用品・場所を使用するときは、担当の先生に届ける。 

 ⑷ 学級の活動上必要な用品は、担当の先生に申し出てから事務室窓口で受け取る。 
 

13 礼  儀 

 ⑴ 先生・来校者・友達にきちんと挨拶する。 

 ⑵ 廊下や階段は静かに右側を歩く。 

 ⑶ 言葉づかいは正しくする。 

 ⑷ みだしなみに留意し、だらしない服装をしない。 

 ⑸ 頭髪は中学校生活にふさわしい清潔で活動しやすいものとする。 
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14 生徒諸活動 

 ⑴ 学級活動は、各自が学級の一員であることを自覚し、常に向上をめざして積極

的に活動する。 

 ⑵ 生徒会活動は、豊かな学校生活を自主的に築く活動の場であるから、進んで参

加する。 

 ⑶ 全員がどれかに属して活動するものであり、健全な個性の伸長をはかるよう努

める。 
 

15 校外生活 

⑴ 外出するとき。 

  ① 中学生らしい服装を心がける。 

  ② 外出先・用件・同行者・帰宅時刻を、必ず家の人に伝え許可を得る。 

⑵ 遊び 

  ① 健全な遊びをし、人に迷惑をかけるいたずらや、危険を伴う遊びはしない。 

  ② 交通安全を心がけ、自転車の二人乗りや、道路でのボール遊びなどはしない。 
 

 

日直の仕事の原則 
 

 ① 日直は８時 10 分までに登校し、学年の先生に登校した旨を報告する。 

 ② 職員室前から出席簿と学級日誌を持っていく。 

 ③ ８時 10 分から８時 20 分まで教室の整備。 

 ④ 身体の具合が悪く教室に居残る生徒がいる場合、担任に報告する。（集会） 

 ⑤ 各授業の休み時間には、黒板の整備、換気、採光等に気をつける。 

 ⑥ 教室移動の場合、消灯、戸締りをする。 

 ⑦ 帰りの短学活で、次の日直を確認し、引継ぎをする。 

 ⑧ 放課後の清掃時には、清掃の指導にあたり、学級日誌に記録する。 

 ⑨ 放課後、教室、廊下の整備、戸締りを確認し、一日の記録を学級日誌に記入し、

学級担任に報告する。 
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－給食について－ 

 

準備 

 ＊ 当番は手洗い後、エプロン・三角巾・マスクを着用する。 

 ＊ 当番以外の生徒は、手洗い等をすませ、すぐに自分の席に着く。 

 ＊ 協力して、なるべく早く配食を行う。 

食事中 

 ＊ 「いただきます」のあいさつで食べ始め、「ごちそうさま」のあいさつで終える。 

 ＊ 弁当の生徒も「いただきます」まで待つ。 

 ＊ 不要な立ち歩きなどはせず、終了のチャイムが鳴るまでは教室から出ない。 

片付け 

 ＊ 食べ残したパンは、もとのバットに戻す。 

 ＊ 具をかけたご飯や、汁のある麺は、残菜バケツに入れる。 

 ＊ くだものの皮などは、もとのバットに戻す。 

 ＊ 飲み残した牛乳は、残菜バケツに入れる。 

 ＊ その他の食べ残しは、残菜バケツに入れる。 

 ＊ 同じ種類の食器ごとに重ねる。 

 ＊ 麦茶、牛乳などのパックは、ストローをはずし、パックをつぶして缶に戻す。ス

トローはビニール袋に入れる。 

 ＊ ヨーグルトなどのカップは重ねて箱に戻す。ふたはビニール袋に入れる。 

 ＊ おたまなどをまとめて、バットに入れる。 

 ＊ はし・スプーンのふたをしめる。 

 ＊ ワゴンは、当番がリフト室に返却する。 

 ＊ 弁当の生徒は、残飯・ゴミを自宅へ持ち帰る。 

備考 

 ＊ 当番はエプロン・三角巾を週末に持ち帰り、洗濯し翌登校日に持参する。 
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－保健室の利用について－ 

１ 保健室は、学校内及び登・下校中に発生したけがや病気の応急手当、健康診断、体

や心の健康相談を行う。 

２ なるべく休み時間に利用する。 

  授業に遅れそうな場合は、次の授業の先生に必ず連絡して来る。 

３ 室内では静かにする。 

４ 室内の備品、器具、薬品などを使用する場合は、必ず先生の許可を得る。 

５ けがの応急手当は、原則として当日のみとする。 

６ 休養は１時間を目安とする。休養した日は、原則として部活動への参加を禁止する。 

７ 飲み薬は、使用しない。 

８ 利用した時は、けが・病気の記録に記入する。 

９ 早退した時は、自宅に帰ったらすぐに学校に電話する。 

10 養護教諭が不在の場合は、職員室の先生に申し出る。 
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－図書館の利用について－ 

① ・月曜日～金曜日の昼休み時間及び水曜日以外の放課後 

   ※ 定期試験期間、面談期間等は休館 

     臨時休館日は職員室横黒板に掲示連絡 

② ・１回に３冊（長期休業中は５冊）までを２週間貸し出し 

  ・貸し出し手続き 

    学年・クラス・出席番号を図書委員に伝える。 

    →本をカウンターに提示 

    →図書委員がＰＣで手続き 

  ・返却手続き 

    借りた「本」をカウンターに返却（返却ボックスに入れてもよい） 

    →図書委員がＰＣで手続き 

③ ・図書館に購入してほしい本がある時は、カウンターでリクエストカードに記入

してください。 

  ・借りたい本が貸し出し中の時は、予約カードに記入すると、その本を優先的に借

りられます。 

  ・本の検索用パソコンが１台ありますので利用してください。 

④ ・図書館内は静粛に。 

  ・蔵書は大切に。 

  ・貸し出し期限を守ること。 

  ・図書館内にカバンや大きな荷物を持ち込まないこと。 

  ・本棚の本は日本十進分類法（ＮＤＣ）による。 
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－部活動の決まり－ 

１ 部活動のねらい 

 ①同好の生徒が学年を超えた活動を通して、個性の伸長をはかり、協力の精神を養

う場とする｡ 

 ②集団のルールを学び、自主的な行動を行う場とする｡ 

 ③対外試合などを通して社会的経験を広める場とする｡ 

２ 部活動の発足の条件 

 ①指導する顧問教師がいること｡ 

 ②本校の施設・設備で常時活動が可能なこと｡ 

 ③新しい部活を発足させる場合は職員会で承認を得ること｡ 

３ 部活動の入部・退部の方法 

 ①入部希望生徒は部活動の内容と条件をよく調べ、保護者の了解を得て『入部届』を

提出する｡ 

 ②活動は１年間を原則とするが、やむを得ず退部を希望する場合は、顧問と担任に

相談し、保護者の許可を得て、 『退部届』を提出する｡ 

 ③一人一部を原則として兼部はできない。特別に事情のある場合は学級担任に相談

する｡ 

４ 部活動実施方法 

①部活動の直接指導は顧問であるが、全教師で指導にあたる｡ 

 ②各部の活動計画に基き、顧問の指導のもとで規則正しく行う｡ 

 ③活動は週時程に定められた通りの時間で行う｡ 

  ［活動時間の原則］ 

  →最終下校までには校門を出る。 

  ＊２月～10 月→清掃終了後～午後６時 00 分 

［最終下校午後６時 15 分］ 

  ＊11 月～１月→清掃終了後～午後５時 30 分 

［最終下校午後５時 45 分］ 

  ＊試験一週間前は原則として部活動は禁止する。 

 ④試合などの関係で、試験一週間前など部活動ができない時期に活動する場合は、

以下の手続きを取り特認活動を実施できる｡ 

［特認活動実施の手続き］ 

 ア 特認活動について 

  ＊特認活動は試験一週間前だけ認める。活動時間は一時間程度とする｡ 
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 イ 特認活動の手続きについて 

  ＊全職員の承認を得る｡ 

  ＊顧問が保護者に特認活動の通知をする｡ 

５ 部活動の留意事項 

 ①生徒会・委員会・学年・学級等の活動があれば、部活動より優先させる｡ 

 ②部活動の連絡は、部長が顧問の承認を得て、昼休みまでに連絡黒板に活動カード

を貼る｡ 

③活動が終了したら、部長は全員の下校を確認し、顧問に報告する。 

 ④運動部の服装は、体育着又は顧問の指示した服装でおこなう｡ 

 ⑤各自のカバン等の持ち物は活動場所に持って行き、教室には戻らずに下校する。 

 ⑥更衣は顧問に指示された場所でおこなう。責任をもって戸締り・清掃をおこなう｡ 

 ⑦活動終了後は活動場所の清掃をおこなう｡ 

 ⑧昼食をとる場合は顧問に指示された場所でとること。飲み物について学校生活で

決められたものを原則とするが、試合などで顧問が必要と認めた場合は、顧問の

指示に従う｡ 

 ⑨規則に反する行動があった場合は部活顧問会の判断のもと、一定期間部活動を停

止することもある｡ 

６ その他 

 ①必要に応じて部費を徴収できる。但し、保護者に十分説明し、会計は保護者に依頼

すること。  ※部費の上限は年間 3000 円程度とする。 

②年度末に部費の会計報告を副校長に提出し、保護者に十分説明する｡ 
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－生徒会会則－ 

第１章 名称及び目的 

（名 称） 

第１条 この会は本校の生徒をもって組織し、武蔵野市立第三中学校生徒会と称する。 

（目 的） 

第２条 この会は生徒心得にのっとって、校内及び校外の生活を向上させることを目

的とする。 

第２章 組織及び運営 

（組 織） 

第３条 この会は次の組織（組織図）によって運営される。 

〈組織図〉 
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（生徒総会） 

第４条 生徒総会は全校生徒によって構成され、議事進行及び記録は議長団が行う。

議長団は正議長１名、副議長１名、書記１名を公募する。 

 各期に１回開くことを原則とするが、必要ある場合には、運営委員会の議決 

を経て、臨時にこれを開くことができる。 

（執行部） 

第５条 執行部は生徒会長を２年生から１名、副会長及び書記、総務を１、２年生から

１名ずつの計７名で構成され、議決事項執行の総合的指揮をとる。 

（運営委員会） 

第６条 運営委員会は執行部と各学級の正委員と各専門委員長（放送、美化、図書、保

健・給食、生活の各委員長）と必要に応じて部活動の代表によって構成され、

この会の最高議決機関とし、最高執行機関とする。 

第７条 運営委員会は毎月１回開くことを原則とする。ただし、必要のある場合には

臨時にこれを開くことができる。 

第８条 運営委員会議長は運営委員会の互選により決定し、召集権を有する。 

第９条 運営委員会は必要に応じて選挙管理委員会、その他の小委員会をもうけるこ

とができる。 

（委員長会） 

第 10 条 委員長会は、各専門委員長計６名、及び執行部によって構成され、各委員会

の協力を深め、活動の活発化に努めることを目的とする。必要に応じて執行

部が召集し、各委員会間の連絡・調整にあたる。 

（学級委員会） 

第 11 条 学級委員会は各学年の学級正副委員３名によって構成され、各学年生徒の学 

級生活の充実をはかることを目的とする。 

（放送委員会） 

第 12 条 放送委員会は各学級から選出された男女各１名ずつの委員によって構成さ

れ、校内放送の企画及び実施にあたる。 

（美化委員会） 

第 13 条 美化委員会は各学級から選出された男女各１名ずつの委員によって構成さ

れ、各教室の清掃、掲示などを指導し、学校内の美化にあたる。 

（図書委員会） 

第 14 条 図書委員会は各学級から選出された男女各１名ずつの委員によって構成さ

れ、学校図書館の運営に協力し、良書の推薦等全校における読書生活の向上

につとめる。 
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（保健・給食委員会） 

第 15 条 保健・給食委員会は各学級から選出された男女各１名ずつの委員によって構

成され、学校における健康教育に協力し、学級の健康管理につとめる。 

（生活委員会） 

第 16 条 生活委員会は各学級から選出された男女各１名ずつの委員によって構成さ

れ、生活目標を定め､週番活動等を通して学校生活（風紀、連絡）の向上に

つとめる。 

（小委員会） 

第 17 条 学級委員会及び各委員会は必要に応じ小委員会をもうけることができる。た

だし、小委員会発足の際は運営委員会の承認を必要とする。 

（部活連絡会） 

第 18 条 部活連絡会は所属各部の部長によって構成され、部活動の企画運営にあたる。

また、必要に応じて連絡会を開き、各部間の連絡・調整にあたる。 

第３章 役  員 

（役 員） 

第 19 条 この会に下の役員を置く。 

    生徒会長 １名  副会長 ２名 

    書  記 ２名  総 務 ２名 

    運営委員会議長 １名 

    運営委員会副議長 ２名 

    運営委員会書記 ２名 

    各委員会委員長 １名 

    各委員会副委員長 ２名 

    各部長 １名 

（担当の教師） 

第 20 条 この会の各委員会・各部に担当の教師を置き、顧問とする。 

（役員の任務） 

第 21 条 役員の任務は次の通りとする。 

   ○会長は生徒会を代表する。副会長は会長を補佐し、会長に事故等ある時は、こ

れを代行する。 

  ○書記は生徒会諸議事の記録保管及び決議事項の伝達に努める。 

   ○総務は生徒会活動の企画・運営を取りまとめ、庶務の一切を担う。 

   ○各委員長は所属委員会を代表し、所属委員会の議長となる。各副委員長は委

員長を補佐する。 
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（役員の選出） 

第 22 条 役員の選出方法は次の通りとする。 

   ○会長・副会長・書記・総務の選出は生徒会選挙規則にしたがって行う。 

   ○各委員会の正副委員長は所属委員の互選による。 

   ○各部の部長及び副部長は所属部員の互選による。 

   ○運営委員会正議長１名、副議長２名、書記２名は運営委員の互選による。 

（役員の任期） 

第 23 条 執行部の任期は１ヶ年（10 月～９月）､委員会の任期は半年とし、前期（４

月～９月）、後期（10 月～３月）の二期とする。ただし再任は妨げない。 

第 24 条 生徒会長・副会長・書記・総務は、委員会を兼任できない。 

第４章 付  則 

第 25 条 各委員会は細則を作ることができる。 

第 26 条 この会則の改正及び補則は、運営委員会の過半数の賛成を必要とする。 

第 27 条 この会則は、昭和 54 年４月１日より施行する。（平成 12 年４月 2019 年４

月 2021 年 11 月  2025 年４月 2025 年３月） 
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－生徒会役員選挙規定－ 

第１条 本校生徒会会則に基づき生徒会長及び副会長・書記・総務を全校生徒の公明・

適正な直接選挙によって選出し、生徒会活動に対して全校生徒の関心を高め、

その健全な発達を期することを目的とする。 

（適用及び定数） 

第２条 生徒会長１名及び副会長・書記・総務それぞれ２名の選挙について適用する。 

（管 理） 

第３条 この選挙は別に定める規定にしたがって選挙管理委員会が管理する。 

（選挙権及び被選挙権） 

第４条 本校生徒はすべて選挙権がある。 

（期 日） 

第５条 本選挙は年１回（２学期）行ない、欠員を生じた場合は、運営委員会でその措

置を考える。 

（投 票） 

第６条 選挙は投票により行ない、会長は単記無記名、副会長・書記・総務は２名連記

無記名とする。 

（開票及び発表） 

第７条 選挙管理委員会がこれを行う。開票及び発表は当日行なうことを原則とする。 

（立候補） 

第８条 会長・副会長・書記・総務の候補は、他の役職に立候補することはできない。

候補者になるには、管理委員会の定める日までに立候補届を 10 名以上の推薦

を得て、本人または推薦責任者（この場合は本人の内諾を得ること）が管理委

員会まで提出しなくてはならない。 

（当選人） 

第９条 会長は有効投票の最多数を得た者を当選者とする。 

    副会長及び書記・総務は有効投票の高点順に２名当選者とする。 

    立候補者数が定数と同じ役職の場合は、信任投票を行い、有効投票の過半数

の信任を得た者を当選者とする。不信任となった場合は、運営委員会でその

措置を決める。 

（選挙運動） 

第 10 条 管理委員会の規定に基づいて、次の事がらの中から適宜選定して選挙運動を

行う。 

    ⑴掲示による ⑵立会演説会による ⑶放送委員会の協力による 

    （注）選挙に関し順序を明示しておく 
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⑴選挙管理委員会結成→⑵選挙告示→⑶立候補受付及び締切→⑷選挙運動→⑸投票→

⑹開票→⑺当選者発表 

（選挙管理委員会の構成及び役員） 

第 11 条 各学級より１名選出された者（男女を問わず）をもって構成する。 

     この会に委員長１名、副委員長１名をおく。 

（任 務） 

第 12 条 公明・適正な選挙を行うため、管理委員会は選挙規則の規定を実施するに当

たり、次の事項を決定し、いっさいの選挙の運営を行う。委員長は選挙管理

委員会を代表し、その事務をまとめる。 

    ⑴ 選挙に関する期日・時間を決定し、告示する。 

     ○投票日及び投票開始・終了時 

   ○立候補者受付開始締切日・受付場所 

    ⑵ 候補者受付 

    ⑶ 選挙運動に開する規定 

     ○掲示 ○立会演説 ○放送 

    ⑷ 投票に開する規定 

     ○投票用紙 ○投票場所 ○投票時間 

    ⑸ 開票に関する規定 

    ⑹ 業務分担決定 

    ⑺ その他選挙に必要なすべての計画及び業務 

（任 期） 

第 13 条 選挙管理委員は選挙の度ごとに交代する。ただし、再選は妨げない。 

     加できない。ただし、立候補及び選挙運動に参加したい者は、その方を優先

的にし、したがって、その学級は管理委員の補欠選挙を行わなければならな

い。 

      付  則 

この選挙規則は 2026 年４月１日より効力を発する 


